
JP 6156210 B2 2017.7.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮する圧縮機と、
　前記圧縮機により圧縮された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、
　を備え、
　前記水冷媒熱交換器は、複数の部分に分離され、
　前記水冷媒熱交換器の一部は、前記圧縮機の上方に配置され、
　前記水冷媒熱交換器の前記一部は、それ以外の部分に対し、水流路の下流側にあるヒー
トポンプ給湯室外機。
【請求項２】
　冷媒を圧縮する圧縮機と、
　前記圧縮機により圧縮された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、
　前記圧縮機を駆動する電子部品と、
　を備え、
　前記水冷媒熱交換器は、複数の部分に分離され、
　前記水冷媒熱交換器の一部は、前記圧縮機の上方に配置され、
　前記電子部品は、前記圧縮機の上方に配置され、
　前記水冷媒熱交換器の前記一部は、前記電子部品の上方に配置されたヒートポンプ給湯
室外機。
【請求項３】
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　冷媒を圧縮する圧縮機と、
　前記圧縮機により圧縮された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、
　を備え、
　前記水冷媒熱交換器は、複数の部分に分離され、
　前記水冷媒熱交換器の一部は、前記圧縮機の上方に配置され、
　前記水冷媒熱交換器の前記一部以外の部分を取り外すことなく、前記一部を取り外し可
能であるヒートポンプ給湯室外機。
【請求項４】
　前記圧縮機を駆動する電子部品を備え、
　前記電子部品は、ワイドバンドギャップ半導体を用いて形成された部品を含む請求項１
から請求項３のいずれか一項に記載のヒートポンプ給湯室外機。
【請求項５】
　前記水冷媒熱交換器の前記一部以外の部分は、前記一部に比べて、低い位置に配置され
た請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のヒートポンプ給湯室外機。
【請求項６】
　空気と冷媒とを熱交換する空気冷媒熱交換器を備え、
　前記水冷媒熱交換器の前記一部の上端の高さは、前記空気冷媒熱交換器の上端の高さ以
下である請求項１から請求項５のいずれか一項に記載のヒートポンプ給湯室外機。
【請求項７】
　前記水冷媒熱交換器は、三つ以上の部分に分離されている請求項１から請求項６のいず
れか一項に記載のヒートポンプ給湯室外機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプ給湯室外機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気の熱を吸収して水を加熱する、エネルギー効率に優れたヒートポンプ給湯室外機が
広く用いられている。ヒートポンプ給湯室外機では、運転中に高温になる水流路に、炭酸
カルシウム等のスケールが徐々に析出する。大量のスケールが付着し、水流路が狭小化ま
たは閉塞した場合、沸き上げ性能が低下し、さらには沸き上げできなくなる場合がある。
このような場合、特殊洗浄剤等により水流路を洗浄して対処しているが、閉塞が著しい場
合には洗浄も不可であるため、閉塞した部品を交換する必要がある。ヒートポンプ給湯室
外機の水流路で最も高温になる部品は水冷媒熱交換器であり、水冷媒熱交換器を交換する
場合が多い。水冷媒熱交換器は、他の部品に比べ、寸法が大きく、重量が重く、さらに冷
媒流路を備えているため、交換は容易でない。そのため、交換時間の増加によりコストが
増大し、交換する部品の材料コストも増大し、交換のコストが著しく増大する等の問題が
ある。
【０００３】
　下記特許文献１には、一体型の水冷媒熱交換器（温水加熱用熱交換器２１）を送風機及
び圧縮機の上方に配置したヒートポンプ給湯室外機が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１３０３４３号公報（図３、図４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のヒートポンプ給湯室外機では、以下のような課題がある。
（１）水冷媒熱交換器（温水加熱用熱交換器２１）の水流路がスケール析出により狭小化
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または閉塞した場合、寸法が大きく、重量が重く、さらに冷媒流路を備えた部品である水
冷媒熱交換器（温水加熱用熱交換器２１）の全体を交換する必要がある。このため、交換
時間の増加によりコストが増大し、交換する部品の材料コストも増大し、交換のコストが
著しく増大する。
（２）寸法が大きく、重量が重い一体型の水冷媒熱交換器（温水加熱用熱交換器２１）を
送風機及び圧縮機の上方に配置しているため、ヒートポンプ給湯室外機全体の寸法が拡大
するとともに、水冷媒熱交換器を支持する部材を補強する必要もあり、製品の材料コスト
が著しく増加する。
（３）寸法が大きく、重量が重い一体型の水冷媒熱交換器（温水加熱用熱交換器２１）を
送風機及び圧縮機の上方に配置しているため、重心が高くなり、地震の揺れに対してヒー
トポンプ給湯室外機に大きな力が作用し、耐震性が不利になる。
【０００６】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、水冷媒熱交換器の水流
路がスケール析出により狭小化または閉塞した場合に、交換部品の材料コスト及び交換時
間の増加を抑制し、低コストで水冷媒熱交換器を交換できるとともに、ヒートポンプ給湯
室外機全体の寸法拡大を抑制し、製品の材料コストの増加を抑制できるヒートポンプ給湯
室外機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るヒートポンプ給湯室外機は、冷媒を圧縮する圧縮機と、圧縮機により圧縮
された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、を備え、水冷媒熱交換器は、複数の
部分に分離され、水冷媒熱交換器の一部は、圧縮機の上方に配置され、水冷媒熱交換器の
一部は、それ以外の部分に対し、水流路の下流側にあるものである。
　また、本発明に係るヒートポンプ給湯室外機は、冷媒を圧縮する圧縮機と、圧縮機によ
り圧縮された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、圧縮機を駆動する電子部品と
、を備え、水冷媒熱交換器は、複数の部分に分離され、水冷媒熱交換器の一部は、圧縮機
の上方に配置され、電子部品は、圧縮機の上方に配置され、水冷媒熱交換器の一部は、電
子部品の上方に配置されたものである。
　また、本発明に係るヒートポンプ給湯室外機は、冷媒を圧縮する圧縮機と、圧縮機によ
り圧縮された冷媒によって水を加熱する水冷媒熱交換器と、を備え、水冷媒熱交換器は、
複数の部分に分離され、水冷媒熱交換器の一部は、圧縮機の上方に配置され、水冷媒熱交
換器の一部以外の部分を取り外すことなく、一部を取り外し可能であるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、水冷媒熱交換器の水流路がスケール析出により狭小化または閉塞した
場合に、交換部品の材料コスト及び交換時間の増加を抑制し、低コストで水冷媒熱交換器
を交換できるとともに、ヒートポンプ給湯室外機全体の寸法拡大を抑制し、製品の材料コ
ストの増加を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機の内部構造を示す前面図である
。
【図２】本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機を斜め前から見た外観斜視図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機を斜め後ろから見た外観斜視図
である。
【図４】本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機を備えたヒートポンプ給湯シス
テムの冷媒回路及び水回路を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、各図において共通
する要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１の内部構造を示す前面図で
ある。図２は、本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１を斜め前から見た外観
斜視図である。図３は、本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１を斜め後ろか
ら見た外観斜視図である。図４は、本発明の実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１を
備えたヒートポンプ給湯システムの冷媒回路及び水回路を示す図である。
【００１２】
　まず、本実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１の全体構成について説明する。図１
に示すように、ヒートポンプ給湯室外機１は、筐体の底部を形成するベース１７を有して
いる。ベース１７上には、前方から見て、右側に機械室１４が形成され、左側に送風機室
１５が形成されている。機械室１４と送風機室１５とは、仕切板１６により隔てられてい
る。図２及び図３に示すように、ヒートポンプ給湯室外機１の外郭を形成する筐体は、筐
体前面部１８と、筐体後面部１９と、筐体上面部２０と、筐体右側面部２１と、筐体左側
面部２２と、ベース１７とで構成される。筐体のこれらの構成要素は例えば板金材から成
形される。ヒートポンプ給湯室外機１の外面は、後面側に配置された空気冷媒熱交換器７
を除いて、この筐体によって覆われている。筐体前面部１８には、送風機室１５を通った
空気を排出するための開口が形成され、この開口には格子１８ａが取り付けられている。
なお、図１は、ベース１７以外の筐体を取り外した状態を示している。また、図１では、
一部の構成機器の図示を省略している。
【００１３】
　図１に示すように、機械室１４内には、冷媒回路部品として、冷媒を圧縮する圧縮機２
、冷媒を減圧する膨張弁１０（図１では省略）、これらを接続する吸入管４及び吐出管５
等の冷媒配管などが組み込まれている。圧縮機２の内部には、冷媒の圧縮動作を行う圧縮
部（図示せず）と、圧縮部に接続され圧縮部を駆動するモータ（図示せず）とが組み込ま
れている。外部からの電源供給されることによりモータ及び圧縮部が所定の回転数で駆動
する。冷媒を吸入する吸入管４が圧縮機２に取り付けられている。圧縮機２の内部で圧縮
された冷媒を吐出する吐出管５が圧縮機２の上部に取り付けられている。膨張弁１０は、
本体外側面にコイル組み込み部材が取り付けられている。コイルに外部から通電すること
により、内部の流路抵抗調節部を稼動させて冷媒の流路抵抗を調節し、膨張弁１０の上流
側高圧及び下流側低圧の冷媒圧力を所定の圧力に調節するようになっている。
【００１４】
　送風機室１５は、風路を確保するため、機械室１４より大きな空間を有する。送風機室
１５内には、送風機６が組み込まれている。送風機６は、２枚～３枚のプロペラ翼とプロ
ペラ翼を回転駆動させるモータとを有する。外部からの電源供給によりモータ及びプロペ
ラ翼が所定の回転数で回転する。送風機室１５の後面側には、送風機６に隣接して、空気
冷媒熱交換器７が設置されている。空気冷媒熱交換器７は、多数のアルミ薄板のフィンと
、アルミ薄板のフィンに多数密着して数回往復する長い冷媒配管とが、略平板状に組み合
わされ、さらに、略Ｌ字状に曲げ成形されている。空気冷媒熱交換器７は、ヒートポンプ
給湯室外機１の後面から左側面にかけて設置されている。空気冷媒熱交換器７は、冷媒配
管内の冷媒とフィン周辺の空気との熱交換を行う。送風機６により各フィン間を流れて通
過する空気の風量が増やされて調節され、熱交換の量が増やされて調節されている。
【００１５】
　送風機室１５の下部のベース１７の上面には、第一水冷媒熱交換器３が設置されている
。第一水冷媒熱交換器３は、断熱材に覆われた状態で、略直方体形状の収納容器５０に収
納されて設置されている。第一水冷媒熱交換器３は、長い水配管と長い冷媒配管とが密着
した状態で、収納容器５０に収納可能となるように曲げ成形されている。第一水冷媒熱交
換器３は、冷媒配管内の冷媒と水配管内の水とで熱交換を行うことで、水を加熱する。第
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一水冷媒熱交換器３の上方に送風機６が配置されている。
【００１６】
　機械室１４の上部には、電気品収納箱９が設置されている。電気品収納箱９には、電子
基板２４が収納されている。電子基板２４の下面２４ｂには、圧縮機２、膨張弁１０、送
風機６等を駆動制御する各モジュールを構成する電子部品及び電気部品等が取り付けられ
ている。電子基板２４には、上記モジュールの１つとして、圧縮機２を駆動するインバー
タモジュール２３が取り付けられている。本実施の形態１のインバータモジュール２３の
部品には、炭化珪素（ＳｉＣ）等のワイドバンドギャップ半導体を用いて形成された電子
部品が含まれている。ワイドバンドギャップ半導体としては、ＳｉＣに限らず、例えば、
窒化ガリウム（ＧａＮ）系の材料またはダイヤモンドを用いてもよい。ワイドバンドギャ
ップ半導体を用いて形成された電子部品は、耐電圧性が高く、また、許容電流密度も高い
。このため、これらの電子部品の小型化が可能である。このため、インバータモジュール
２３の小型化が可能となる。また、ワイドバンドギャップ半導体を用いて形成された電子
部品は、耐熱性が高いため、インバータモジュール２３が高温になることを許容すること
ができる。また、ワイドバンドギャップ半導体を用いて形成された電子部品は、電力損失
が低いという特徴を有している。このため、インバータモジュール２３の高効率化が可能
となる。本実施の形態１では、インバータモジュール２３のすべての半導体素子がワイド
バンドギャップ半導体を用いて形成されていることが好ましいが、少なくとも一部の半導
体素子がワイドバンドギャップ半導体を用いて形成されていれば、この実施の形態に記載
されている効果を得ることができる。
【００１７】
　一般に、インバータモジュール２３には、大型の放熱部品が密着して設置され、この放
熱部品を送風機室１５へ突出させることで、インバータモジュール２３を冷却する。これ
に対し、本実施の形態１では、インバータモジュール２３に密着する大型の放熱部品が設
置されていない。このため、インバータモジュール２３に密着する大型の放熱部品と送風
機６との干渉を考慮する必要がないので、電気品収納箱９を低い位置に配置できる。よっ
て、電気品収納箱９の上面と筐体上面部２０の下面との間に、スペースを設けることがで
きる。その結果、このスペースに、第二水冷媒熱交換器８を容易に配置できる。ワイドバ
ンドギャップ半導体を用いて形成された電子部品を含むインバータモジュール２３は、耐
熱性が高いため、大型の放熱部品を設けなくても、問題ない。
【００１８】
　インバータモジュール２３は、圧縮機２のモータの回転数を数十ｒｐｓ（Ｈｚ）～百ｒ
ｐｓ（Ｈｚ）程度の所定の回転数に変化させるように制御する。電子基板２４に取り付け
られた別のモジュールは、膨張弁１０の開度を所定の量に変化させ、さらに別のモジュー
ルは、送風機６の回転数を数百ｒｐｍ～千ｒｐｍ程度の所定の回転数に変化させるように
制御する。電気品収納箱９の右部には、外部電気配線を接続する端子台９ａが設けられて
いる。図２及び図３に示すように、筐体右側面部２１には、端子台９ａと、後述する水入
口バルブ２８及び湯出口バルブ２９とを保護するためのサービスパネル２７が取り付けら
れている。
【００１９】
　電気品収納箱９の上面と筐体上面部２０の下面との間のスペースには、第二水冷媒熱交
換器８が設置されている。第二水冷媒熱交換器８は、断熱材に覆われた状態で、略直方体
形状の収納容器５１に収納されて設置されている。第二水冷媒熱交換器８は、長い水配管
と長い冷媒配管とが密着した状態で、収納容器５１に収納可能となるように曲げ成形され
ている。第二水冷媒熱交換器８は、冷媒配管内の冷媒と水配管内の水とで熱交換を行うこ
とで、水を加熱する。
【００２０】
　図４に示すように、圧縮機２は、吐出管５を介して第二水冷媒熱交換器８の冷媒入口部
と接続されている。第二水冷媒熱交換器８の冷媒出口部は、冷媒配管５２を介して第一水
冷媒熱交換器３の冷媒入口部と接続されている。第一水冷媒熱交換器３の冷媒出口部は、
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冷媒配管５３を介して機械室１４内の膨張弁１０の入口部と接続されている。膨張弁１０
の出口部は、冷媒配管５４を介して空気冷媒熱交換器７の冷媒入口部と接続されている。
空気冷媒熱交換器７の冷媒出口部は、吸入管４を介して圧縮機２と接続されている。また
、各々の冷媒配管の途中には、その他の冷媒回路部品が取り付けられている場合もある。
このように構成された冷媒回路の密閉空間内に所定の量の冷媒（例えばＣＯ２冷媒）が封
入されている。
【００２１】
　次に、ヒートポンプ給湯室外機１及び貯湯装置３３の水回路について説明する。図１に
示すように、機械室１４内には、第一内部水配管３０、第二内部水配管３１、第三内部水
配管３２その他の水回路部品が組み込まれている。ベース１７の右側部には、水入口バル
ブ２８が下側、湯出口バルブ２９が上側になるように両者が併設されている。第一内部水
配管３０は、水入口バルブ２８と、第一水冷媒熱交換器３の水入口部との間を接続してい
る。第二内部水配管３１は、第一水冷媒熱交換器３の湯出口部と、第二水冷媒熱交換器８
の湯入口部との間を接続している。第三内部水配管３２は、第二水冷媒熱交換器８の湯出
口部と、湯出口バルブ２９との間を接続している。
【００２２】
　図４に示すように、ヒートポンプ給湯室外機１及び貯湯装置３３により、ヒートポンプ
給湯システムが構成される。貯湯装置３３は、例えば数百リットル程度の容量を有する貯
湯タンク３４と、貯湯タンク３４内の水をヒートポンプ給湯室外機１に送るための水ポン
プ３５とを有している。ヒートポンプ給湯室外機１と貯湯装置３３との間は、第一外部水
配管３６と、第二外部水配管３７と、電気配線（図示せず）とを介して接続される。
【００２３】
　貯湯タンク３４の下部は、配管３８を介して、水ポンプ３５の吸入口に接続されている
。第一外部水配管３６は、水ポンプ３５の吐出口と、ヒートポンプ給湯室外機１の水入口
バルブ２８との間を接続している。第二外部水配管３７は、ヒートポンプ給湯室外機１の
湯出口バルブ２９と、貯湯装置３３との間を接続している。第二外部水配管３７は、貯湯
装置３３内の配管３９を介して、貯湯タンク３４の上部に連通可能になっている。
【００２４】
　貯湯装置３３は、混合弁４０を更に備えている。混合弁４０には、配管３９から分岐し
た給湯配管４１と、外部から供給される市水等の水が通る給水配管４２と、ユーザ側に供
給される湯が通る給湯配管４３とがそれぞれ接続されている。混合弁４０は、給湯配管４
１から流入する湯（高温水）と、給水配管４２から流入する水（低温水）との混合比を調
整することで給湯温度を調節する。混合弁４０により混合された湯は、給湯配管４３を通
って、ユーザ側（例えば、浴槽、シャワー、蛇口、食器洗い機など）に送られる。貯湯タ
ンク３４の下部には、給水配管４２から分岐した給水配管４４が接続されている。貯湯タ
ンク３４内の下側には、給水配管４４から流入した水が貯留される。
【００２５】
　次に、ヒートポンプ給湯室外機１で加熱された湯を貯湯装置３３へ送ることで貯湯タン
ク３４内に湯を溜める沸き上げ運転（貯湯運転）におけるヒートポンプ給湯室外機１の動
作について説明する。インバータモジュール２３から圧縮機２内のモータに電源供給され
るとモータが駆動し、モータと接続された圧縮機２内の圧縮部が駆動する。インバータ電
源は、モータの回転数を数十ｒｐｓ（Ｈｚ）～百ｒｐｓ（Ｈｚ）程度の所定の回転数に変
化させる。これにより、冷媒が循環して行われるヒートポンプサイクルの循環速度、冷媒
の流量を変化させることで、所定の沸き上げ能力に調節制御している。
【００２６】
　また、電気品収納箱９内の電子基板２４に取り付けられた別のモジュールから送風機６
のモータに電源供給されるとモータが駆動し、モータと接続された送風機６のプロペラ翼
が回転駆動される。モータの回転数は数百ｒｐｍ～千ｒｐｍ程度に変化し、空気冷媒熱交
換器７を通過する空気の流量を変化させることで、空気冷媒熱交換器７での冷媒と空気の
熱交換量を所定の量に調節制御している。空気は、送風機６の後方に設置された空気冷媒
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熱交換器７の後方から吸い込まれ、空気冷媒熱交換器７を通過し、送風機室１５を通過し
、空気冷媒熱交換器７と反対側の筐体前面部１８の前方へ排出される。
【００２７】
　また、電気品収納箱９内の電子基板２４に取り付けられたさらに別のモジュールから膨
張弁１０の本体外側面に取り付けられたコイル組み込み部材のコイルに通電されると、膨
張弁１０はコイルに発生する電磁作用により内部の流路抵抗調節部を稼動させて冷媒の流
路抵抗度を調節する。これにより、膨張弁１０の上流側高圧及び下流側低圧の冷媒圧力を
所定の圧力に調節制御している。なお、圧縮機２の回転数、送風機６の回転数、膨張弁１
０の流路抵抗度は、ヒートポンプ給湯室外機１の設置環境及び使用条件などに応じて制御
される。
【００２８】
　圧縮機２内の圧縮部が駆動すると圧縮部内で冷媒の圧縮動作が行われ、低圧冷媒は吸入
管４から圧縮機２へ吸入される。低圧冷媒は圧縮機２内の圧縮部で圧縮され、高温高圧冷
媒になる。この高温高圧冷媒が圧縮機２から吐出管５へ吐出される。高温高圧冷媒は、吐
出管５から第二水冷媒熱交換器８の冷媒入口部に流入する。高温高圧冷媒は、第二水冷媒
熱交換器８で水と熱交換することで水を加熱し湯を生成させる。第二水冷媒熱交換器８を
通過した高温高圧冷媒は、冷媒配管５２を通り、第一水冷媒熱交換器３の冷媒入口部に流
入する。高温高圧冷媒は、第一水冷媒熱交換器３で水と熱交換することで水を加熱し湯を
生成させる。冷媒は、第二水冷媒熱交換器８及び第一水冷媒熱交換器３を通過する間にエ
ンタルピを低下させ、温度を低下させる。この温度低下した高圧冷媒は、第一水冷媒熱交
換器３の冷媒出口部から、冷媒配管５３を通り、膨張弁１０の入口部に流入する。この高
圧冷媒は、膨張弁１０で所定の圧力に減圧されることで温度降下し、低温低圧冷媒となる
。この低温低圧冷媒は、膨張弁１０の出口部から、冷媒配管５４を通り、空気冷媒熱交換
器７の入口部に流入する。低温低圧冷媒は、空気冷媒熱交換器７で空気と熱交換し、エン
タルピを増加させ、空気冷媒熱交換器７の出口部から吸入管４に流入し、圧縮機２に吸入
される。このように冷媒が循環してヒートポンプサイクルが行われる。
【００２９】
　同時に、水ポンプ３５の駆動により、貯湯タンク３４内の下部の水が、配管３８、第一
外部水配管３６、水入口バルブ２８及び第一内部水配管３０を通って、第一水冷媒熱交換
器３の水入口部に流入する。この水が第二水冷媒熱交換器８で冷媒と熱交換し加熱されて
湯が生成する。この湯は、第二内部水配管３１を通って第二水冷媒熱交換器８の水入口部
に流入する。この湯が第二水冷媒熱交換器８で冷媒と熱交換し、さらに加熱されることで
より高温の湯が生成する。この高温の湯は、第二水冷媒熱交換器８の湯出口部から、第三
内部水配管３２、湯出口バルブ２９、第二外部水配管３７及び配管３９を通り、貯湯タン
ク３４の上部に流入する。このような沸き上げ運転（貯湯運転）を行うことで、貯湯タン
ク３４内に上部から下部に向かって高温の湯が溜められていく。
【００３０】
　なお、ヒートポンプ給湯室外機１で加熱された湯を貯湯タンク３４に溜めることなくユ
ーザ側に直接供給しても良い。また、ヒートポンプ給湯室外機１で加熱された湯を暖房等
に利用しても良い。
【００３１】
　以上説明したように、本実施の形態１のヒートポンプ給湯室外機１では、水と冷媒との
熱交換を行う水冷媒熱交換器が、第一水冷媒熱交換器３及び第二水冷媒熱交換器８の二つ
の部分に分離された構成になっている。第二水冷媒熱交換器８は、第一水冷媒熱交換器３
に対し、水流路の下流側にある。このため、ヒートポンプ給湯室外機１の水流路の中で、
第二水冷媒熱交換器８の水配管が最も高温になる。したがって、ヒートポンプ給湯室外機
１の水流路の中で、炭酸カルシウム等のスケールが最も析出し易いのは、第二水冷媒熱交
換器８の水配管である。第二水冷媒熱交換器８の水配管内に大量のスケールが付着し、水
配管が狭小化または閉塞した場合には、沸き上げ性能が低下し、さらには沸き上げ不可と
なる場合がある。このような場合、特殊洗浄剤等により水流路を洗浄して対処しているが
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、閉塞が著しい場合には洗浄も不可であり、第二水冷媒熱交換器８を交換することになる
。
【００３２】
　本実施の形態１では、ヒートポンプ給湯室外機１の水冷媒熱交換器の全体を交換する必
要がなく、ヒートポンプ給湯室外機１の水冷媒熱交換器の一部である第二水冷媒熱交換器
８のみを交換できる。このため、水冷媒熱交換器の全体を交換する場合に比べて、交換部
品（第二水冷媒熱交換器８）の材料コストを低減でき、交換時間も低減でき、交換に要す
るコストを大幅に抑制することが可能となる。
【００３３】
　第二水冷媒熱交換器８に対して水流路の上流側に位置する第一水冷媒熱交換器３の水配
管の温度は、第二水冷媒熱交換器８の水配管の温度ほど高温にならない。このため、第一
水冷媒熱交換器３の水配管は、炭酸カルシウム等のスケールが析出しにくく、流路の狭小
化は起きにくい。よって、第二水冷媒熱交換器８のみを交換すれば良く、第一水冷媒熱交
換器３を交換する必要はない。
【００３４】
　第二水冷媒熱交換器８は、第一水冷媒熱交換器３に比べて、大きさ及び重量が小さいこ
とが望ましい。第二水冷媒熱交換器８の大きさ及び重量を第一水冷媒熱交換器３より小さ
くすることで、交換部品（第二水冷媒熱交換器８）のコストをさらに抑制できる。
【００３５】
　第二水冷媒熱交換器８は、圧縮機２の上方に配置されている。このため、第二水冷媒熱
交換器８を交換する際に、圧縮機２を取り外す必要はなく、圧縮機２がベース１７に固定
されたままの状態で第二水冷媒熱交換器８を取り外すことができる。このため、第二水冷
媒熱交換器８を交換する際に、一時的に取り外す部品の量を減らすことができる。特に、
圧縮機２のような大きくて重量のある部品を取り外す必要がないので、交換時間増加によ
るコストの増加を抑制できる。
【００３６】
　第二水冷媒熱交換器８は、電気品収納箱９の上面と筐体上面部２０の下面との間のスペ
ースに設置されている。このため、筐体内部のスペースを有効に活用でき、ヒートポンプ
給湯室外機１全体の寸法拡大を抑制でき、製品の材料コストの増加を抑制できる。また、
圧縮機２の上方にインバータモジュール２３を含む電気品収納箱９が配置され、電気品収
納箱９の上方に第二水冷媒熱交換器８が配置されている。このため、第二水冷媒熱交換器
８を交換する際に、インバータモジュール２３を含む電気品収納箱９を取り外す必要がな
いので、交換時間増加によるコストの増加を抑制できる。
【００３７】
　インバータモジュール２３は、自身の発熱により、高温になる。前述したように、本実
施の形態１のインバータモジュール２３には、ＳｉＣ等のワイドバンドギャップ半導体が
使用されている。本実施の形態１では、インバータモジュール２３に密着する大型の放熱
部品を設けていない。ワイドバンドギャップ半導体は、通常の半導体に比較し、耐熱性に
優れる。このため、インバータモジュール２３に密着する大型の放熱部品を設けなくても
、問題ない。
【００３８】
　図１に示すように、第一水冷媒熱交換器３は、第二水冷媒熱交換器８に比べて、低い位
置に配置されている。このため、水冷媒熱交換器の全体をヒートポンプ給湯室外機１の上
部に配置した場合に比べて、ヒートポンプ給湯室外機１の重心を低くできる。よって、地
震の揺れに対してヒートポンプ給湯室外機に作用する力を軽減でき、耐震性に有利になる
。特に、第二水冷媒熱交換器８より大きさ及び重量が大きい第一水冷媒熱交換器３を低い
位置に配置することで、上記効果がより顕著に発揮される。また、本実施の形態１では、
第二水冷媒熱交換器８の上端の高さは、空気冷媒熱交換器７の上端とほぼ同じ高さである
。このように、第二水冷媒熱交換器８の上端の高さを、空気冷媒熱交換器７の上端とほぼ
同じ高さ、またはそれより低い高さにすることで、ヒートポンプ給湯室外機１全体の寸法
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【００３９】
　第二水冷媒熱交換器８を交換する際には、第一水冷媒熱交換器３をベース１７から取り
外すことなく、第二水冷媒熱交換器８を取り外すことが可能である。このため、交換時間
増加によるコストの増加を抑制できる。吐出管５、冷媒配管５２、第二内部水配管３１及
び第三内部水配管３２と第二水冷媒熱交換器８との接続部は、着脱可能になっている。第
二水冷媒熱交換器８を交換する際には、これらの接続を外すことで、第二水冷媒熱交換器
８を取り外すことができる。
【００４０】
　以上説明したように、本実施の形態１によれば、長期性能維持、信頼性、及びコストの
面で優れたヒートポンプ給湯室外機１を得ることができる。ヒートポンプ給湯室外機は、
他の給湯装置と比較し高効率であり、ヒートポンプ給湯室外機の性能には使用者の関心が
高く、本発明のヒートポンプ給湯室外機は著しく貢献する。
【００４１】
　なお、本実施の形態１では、ヒートポンプ給湯室外機１の水冷媒熱交換器が第一水冷媒
熱交換器３及び第二水冷媒熱交換器８の二つの部分に分離されているものを例に説明した
が、本発明では、ヒートポンプ給湯室外機の水冷媒熱交換器を三つ以上の部分に分離し、
そのうちの一部を圧縮機の上方に配置すれば良い。その場合であっても、上記と同様の効
果が得られる。
【符号の説明】
【００４２】
１　ヒートポンプ給湯室外機、２　圧縮機、３　第一水冷媒熱交換器、４　吸入管、５　
吐出管、６　送風機、７　空気冷媒熱交換器、８　第二水冷媒熱交換器、９　電気品収納
箱、９ａ　端子台、１０　膨張弁、１４　機械室、１５　送風機室、１６　仕切板、１７
　ベース、１８　筐体前面部、１８ａ　格子、１９　筐体後面部、２０　体上面部、２１
　筐体右側面部、２２　筐体左側面部、２３　インバータモジュール、２４　電子基板、
２４ｂ　下面、２７　サービスパネル、２８　水入口バルブ、２９　湯出口バルブ、３０
　第一内部水配管、３１　第二内部水配管、３２　第三内部水配管、３３　貯湯装置、３
４　貯湯タンク、３５　水ポンプ、３６　第一外部水配管、３７　第二外部水配管、３８
，３９　配管、４０　混合弁、４１，４３　給湯配管、４２，４４　給水配管、５０，５
１　収納容器、５２，５３，５４　冷媒配管
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